
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者による評価 

 

Ａ環境面 

・児童の特性を理解し安心して通所させられる 

・定期的に外出ができると嬉しい 

 

Ｂ児童への支援内容 

・活動の様子をまめに報告してくれる 

・プログラムの調整等していただけると嬉しい 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

・療育の助言がほしい 

・LINEで連絡を出来ることが便利 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・保護者も児童も安心する居場所になっている 

・利用日数の希望がなかなか叶わない 

 

【共通点】 

近隣にある公共施設の有効活用をしているため、児童が楽しんで通所出来ている 

その日、児童が行った活動の様子を連絡帳や LINE、送迎時にお知らせされている 

 

【相違点】 

各家庭の希望利用日数を叶えることが出来ていない。調整していきたい 

デイサービス以外の場所で家族が行うことのできる療育の助言が出来ていない。 

 

Ａ環境面 

・近隣に運動、学習施設があり有効活用できる 

・空気の入れ替えのための喚起を行いやすい 

・室内にトイレがあり児童が困らない 

 

Ｂ児童への支援内容 

・外出、調理など自立に向けたプログラムを実施 

・SST やロールプレイをプログラムで行い 

他人との適切なコミュニケーションを伝えている 

 

Ｃ関係機関との連携 

・自発管が地域連絡会に参加 

・よりよい療育の為に各種研修へ参加していきた

い 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・その日の児童の様子など連絡すべきこと連絡帳

や送迎時の会話、LINEなどで伝えている。 

・個人面談は定期的に実施している、随時相談にも

対応 

Ｅ非常対応 

・火災、地震、不審者訓練を定期的に行っている 

・非常時の緊急連絡先、児童引き取り人を定期的に

見直したい 

事業所内での分析 

職員による自己評価 

事業所自己評価シート（星の広場 2nd）         2022 年 3 月現在       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

事業所名  放課後等デイサービス 星の広場 2nd 

担当者   田原歩生    

 

 

①  について 

現状に満足することなく。積極的に職員が研修等に参加する 

 

②  について 

頻繁に保護者と児童の活動の様子を伝えあい、各ご家庭が求める保護者・学習会を実施していく 

 

③ について 

利用を増やすことを希望している家庭に都度、現状を報告する 

また、便利と評価を受けた LINEを活用し利用日数の増加のお知らせを迅速に行う 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

去年の 7月に開所をし、それまで利用する日数や曜日の変更をお待ちいただいていた各ご家庭の希望を叶

え、児童が安心して楽しく通所することが出来ていることがわかった。反面、現状も利用日数増加を待って

いる家庭がいることや療育に対する助言を求めている家庭がいることもわかり、来年度より希望を叶えてい

けるよう職員の専門姓の向上、受け入れ状況の見直しを行い、改善していきたい。今後も、児童一人ひとり

が安心できる居場所として通所できる事業所作りをしていきたい。 

 

・プログラムの多様さ 

・送迎車の台数、各ご家庭の都合に合わせ送迎時

間等の調整 

・家庭への連絡の速さ 

・活動報告が迅速 

 

① 指導員が研修を受ける機会が少ない 

② 保護者学習会の定期的開催 

③ 各家庭の希望利用日数の実現 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 



 


